
市
消
防
団（
高
橋
守
男
団
長
）
と

市
婦
人
消
防
協
力
隊（
津
志
田
レ

子
隊
長
）の
出
初
式
は
１
月
３
日
、

安
代
総
合
支
所
周
辺
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

消
防
団
員
２
５
０
人
、婦
人
消

防
協
力
隊
員

人
、車
両

台
が

９０

４０

出
動
。沿
道
で
市
民
が
見
守
る
中
、

安
代
総
合
支
所
前
の
市
道
で
分
列

行
進
を
行
い
、団
結
力
を
示
し
ま

し
た
。

高
橋
団
長
は「
自
ら
の

地
域
は
、自
ら
守
る
と
い

う
意
識
を
高
め
、消
防
・

防
災
の
任
に
当
た
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
訓
示
し
ま

し
た
。

松
尾
地
区
の
松
尾
寄
木
に
伝
わ

る
小
正
月
の
伝
統
行
事
、寄
木
天

照
皇
大
神
宮
の
裸
参
り
は
１
月
１６

日
、同
地
域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

女
性
や
子
ど
も
を
含
む
、５
歳

か
ら

歳
ま
で
の
男
性
６
人
、女

８０

性

人
が
松
尾
地
区
公
民
館
新
田

１８
分
館
を
出
発
。寒
風
が
吹
き
す
さ

ぶ
中
、白
装
束
に
身
を
包
ん
だ
一

行
は
、は
さ
み
と
呼
ば

れ
る
竿
を
掲
げ
て
鈴
の

音
を
響
か
せ
、家
内
安

全
や
無
病
息
災
な
ど
を

祈
願
し
な
が
ら
約

㌔
1.5

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

保
存
会
で
は
伝
統
を

継
承
し
よ
う
と
、新
田
、

北
寄
木
、南
寄
木
の
３

分
館
を
持
ち
回
り
で
出

発
点
と
し
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

市
商
工
会
安
代
支
所

が
主
催
す
る
荒
屋
新
町

商
店
街
の
ク
リ
ス
マ
ス

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
は

月

日
、同
商
店
街

12

25

の
中
心
部
に
あ
る「
よ

り
あ
い
処
・
ぬ
く
も
り
」

ど
こ
ろ

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
住
民
約

人
が

20

参
加
し
、
２
月
３
日
か

ら
市
内
で
開
催
さ
れ
る

全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大

会
の
成
功
と
選
手
の
活
躍
を
願
い
、

キ
ャ
ン
ド
ル
に
明
か
り
を
と
も
し

ま
し
た
。ま
た
、
ビ
ン
ゴ
大
会
や

ケ
ー
キ
の
振
る
舞
い
も
行
わ
れ
、

参
加
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
で
は

、

の
両

24

25

日
、荒
屋
新
町
地
域
の
国
道
２
８

２
号
線
沿
い
の
商
店
や
住
宅
な
ど

で
夢
灯
り
も
と
も
さ
れ
ま
し
た
。

あ
か

22No.98◎2010．2．4

無病息災など祈願する
江戸時代から続く伝統

年頭の出初式で
地域を守る意識
さらに高くする

威風堂々と分列行進を見せました

願いを込めて地域を練り歩きました

16
1

1
3

県民体スキー大会・複合競技

（１月２３日、田山スキー場）

西根地区地域審議会委員委嘱状交付

（１２月２２日、市役所大会議室）

県民体スキー大会・リレー競技

（１月２５日、田山クロスカントリーコース）

全中スキー成功を願い
キャンドルナイト開催

「Ｖ」と「全中」をかたどったキャンドルと参加者

25
12

穣
、家
内
安
全
な
ど
を
祈

じ
ょ
う

願
し
ま
し
た
。

沿
道
で
市
民
が
見
守
る
中
、一

行
は
西
根
地
区
大
更
の
八
坂
神
社

を
目
指
し
、雪
が
降
り
積
も
っ
た

道
を
踏
み
し
め
て
約

㌔
の
道
の

１０

り
を
５
時
間
か
け
て
練
り
歩
き
ま

し
た
。

平
笠
裸
参
り
は
、
１
７
３
２（
享

保

）年
の
岩
手
山
の
噴
火
を
恐

１６
れ
た
住
民
が
、山
の
神
を
鎮
め
る

た
め
に
始
め
た
も
の
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。太
平
洋
戦
争
に
出
征

し
た
家
族
の
無
事
を
願
っ
て
、地

域
の
女
性
が
受
け
継
い
だ
こ
と
か

ら
、全
国
で
も
珍
し
い
女
性
が
中

心
の
裸
参
り
と
な
り
ま
し
た
。

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
平

笠
裸
参
り
は
１
月
８
日
、西
根
地

区
平
笠
の
宮
田
神
社
を
出
発
点
に

女
性

人
を
含
む

人
が
参
加
し

１５

２８

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
低
気
温
が
氷
点
下
９
度
を
下

回
る
厳
し
い
寒
さ
の
中
で
、身
を

清
め
た
参
加
者
は
、午
前
９
時
に

宮
田
神
社
を
出
発
。澄
み
渡
る
青

空
の
下
、雪
景
色
に
雄
大
な
岩
手

山
が
映
え
ま
す
。験
竿
を
掲
げ
白

け
ん
ざ
お

装
束
に
身
を
包
ん
だ
参
加
者
は
、

鈴
の
音
を
響
か
せ
な
が
ら
地
域
の

神
社
な
ど
に
拝
礼
。そ
の
道
す
が

ら
、一
行
は
民
家
や
商
店
な
ど
に

立
ち
寄
り
、無
病
息
災
や
五
穀
豊

第
３
回
北
東
北
学
童

ジ
ャ
ン
プ
大
会
は
１
月

日
、田

山

シ

ャ

ン

１０ツ
ェ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
東
北
の
小
学
生
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
を
決
め
る

大
会
に
多
数
の
選
手
が

出
場
。日
ご
ろ
練
習
を

重
ね
た
成
果
を
存
分
に

発
揮
し
ま
し
た
。

低
学
年
の
部
で
優
勝

し
た
高
橋
佳
佑
君（
田

山
小
３
年
）は「
ラ
イ
バ
ル
に
勝
て

た
の
で
良
か
っ
た
」
と
満
足
そ
う

な
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

市
出
身
選
手
の
主
な
成
績
は
、次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▽
低
学
年
の
部
①
高
橋
佳
佑
③
工

藤
稀
凜（
田
山
小
３
年
）▽
高
学
年

の
部
②
工
藤
颯
悠（
田
山
小
５
年
）

③
斉
藤
豊（
田
山
小
５
年
）

天
皇
誕
生
日
に
あ
た
り
、社
会

福
祉
事
業
を
奨
励
す
る
天
皇
陛
下

の
御
下
賜
金
の
対
象
に
社
会
福
祉

ご

か

し

き
ん

法
人
み
ち
の
く
協
会（
関
口
知
男

理
事
長
）が
選
ば
れ
、そ
の
伝
達
式

が

月

日
、県
庁
知
事
室
で
行

12

24

わ
れ
ま
し
た
。

達
増
拓
也
県
知
事
か
ら
御
下
賜

金
の
伝
達
を
受
け
た
関
口
理
事
長

は「
栄
誉
を
励
み
に
、こ

れ
か
ら
も
誠
心
誠
意
、

社
会
福
祉
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
」
と
喜
び
を

語
り
ま
し
た
。

同
法
人
は
、昭
和
49

年
に
設
立
。特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
富
士
見
荘

の
運
営
な
ど
、地
域
に

お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
拠
点
と
し
て
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

すなっぷギャラリー
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祈りをささげて
厳寒を行く荒行
平笠裸参り開催

青空に映える岩手山を臨みながら、歩みを進める参加者

1
8

見事なジャンプを見せる選手たち

10
1

未来の五輪選手目指し
小学生が大飛躍見せる

市消防出初式

（１月３日、安代総合支所駐車場）

第３回北東北学童ジャンプ大会

（１月１０日、田山スキー場）

24
12

達増知事から御下賜金を伝達される関口理事長㊧

天皇陛下から御下賜金
みちのく協会が受ける



八
幡
平
市
建
設
共
同
組
合（
遠

藤
忠
志
理
事
長
、

社
）は

月

５１

１２

２２

日
、今
シ
ー
ズ
ン
の
ス
キ
ー
大
会

運
営
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
関

連
団
体
に

万
円
を
寄
付
し
ま
し

５０

た
。遠

藤
理
事
長
、山
本
行
男
事
務

局
長
か
ら
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大

会
実
行
委
員
会
会
長
の
工
藤
保
県

中
体
連
会
長
に

万
円
、

３０

市
ス
キ
ー
大
会
実
行
委

員
会
会
長
の
田
村
正
彦

市
長
に

万
円
の
目
録

２０

を
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
し
ま

し
た
。

工
藤
、田
村
両
会
長

は「
大
会
を
成
功
さ
せ

る
た
め
、有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

株
式
会
社
岩
手
エ
ッ

グ
デ
リ
カ（
田
村
昌
則

社
長
）は
１
月
５
日
、同

社
の
観
光
イ
チ
ゴ
園

「
い
ち
ご
の
森
」
に
東

慈
寺
保
育
園（
駒
ケ
嶺

泰
正
園
長
、園
児

人
）

６５

の
園
児
を
招
待
し
て
イ

チ
ゴ
の
摘
み
取
り
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
園
児

人
２４

は
、土
を
使
わ
な
い
方

法
で
ハ
ウ
ス
栽
培
さ
れ
た
イ
チ
ゴ

か
ら
真
っ
赤
に
熟
し
た
も
の
を
選

ん
で
摘
み
取
り
、練
乳
を
付
け
て

味
わ
い
ま
す
。ハ
ウ
ス
内
は「
お
い

し
い
」
な
ど
の
歓
声
で
あ
ふ
れ
、１０

個
以
上
食
べ
た
園
児
も
い
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
お
な
か
い
っ
ぱ

い
に
イ
チ
ゴ
を
味
わ
い
、喜
ん
で

い
ま
し
た
。

理
事
は「
こ
と
し
は
雪
が

多
い
。
お
年
寄
り
も
皆
さ
ん
の
活

動
を
待
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
で
協
力
し
て
、事
故
の
な

い
よ
う
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。ま
た
同

ス
ノ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ
の
中
村
吉
松

隊
長
は「
今
日
か
ら
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。訪
問
し
た
家
で

は
、元
気
良
く
あ
い
さ
つ
し
、が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
隊
員
を
激
励

し
ま
し
た
。

活
動
出
発
式
の
後
、
さ
っ
そ
く

隊
員
た
ち
は
３
つ
の
班
に
分
か
れ
、

担
当
世
帯
の
除
雪
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、３
月
ま
で
の
毎
週

日
曜
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

安
代
地
区
ス
ノ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ

の
活
動
出
発
式
は
１
月

日
、
ふ

10

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
安
代
で
行
わ
れ
、

本
年
度
の
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

ス
ノ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ
は
、一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
が
、冬
期

間
に
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
住

宅
周
辺
の
除
雪
な
ど
を
行
う
も
の

で
、地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
安

代
中
学
校
の
生
徒
が
隊
員
と
し
て

活
動
を
行
い
ま
す
。

活
動
出
発
式
に
は
、こ
の
日
活

動
す
る
安
代
中
学
校
音
楽
部
の
生

徒
を
含
む
約

人
の
ス
ノ
ー
バ
ス

20

タ
ー
ズ
隊
員
が
参
加
。主
催
す
る

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
種
市
郁
雄

この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。
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スキー大会運営のため
業界団体が篤志を寄付

22
12

農業の楽しさを伝える
イチゴの摘み取り体験

5
1

寄付金は大会運営のために役立てられます

白い内装設備で栽培されたイチゴに大歓声

除雪のお手伝い
ことしの活動を
スタートさせる

1
10

除雪作業に汗を流す安代地区スノーバスターズの隊員たち

寺
田
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会（
小
野
寺
正
一
会

長
、会
員
２
７
３
人
）は

月

日
、寺
田
保
育

１２

２２

所
、寺
田
小
学
校
、西
根

第
一
中
学
校
に
手
作
り

の
ぞ
う
き
ん
を
贈
り
ま

し
た
。

寺
田
小
学
校
を
訪
れ

た
小
野
寺
会
長
と
田
村

幸
八
事
務
局
長
は
、工

藤
咲
梨
菜
児
童
会
長
、

小
野
寺
大
虎
副
会
長
、佐
々
木
光

里
書
記
、田
村
愛
也
書
記
、遠
藤
真

里
花
議
長（
い
ず
れ
も
６
年
）
に
ぞ

う
き
ん
２
０
０
枚
を
手
渡
し
ま
し

た
。小

野
寺
会
長
は「
子
ど
も
は
地

域
の
宝
で
す
。手
作
り
の
も
の
で

少
し
で
も
お
手
伝
い
が
で
き
れ

ば
」
と
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

市
交
通
指
導
隊（
高
橋
忠
一
隊

長
、隊
員

人
）
と
市
防
犯
隊（
遠

３４

藤
義
明
隊
長
、隊
員

人
）の
合
同

４３

初
点
検
は
１
月
９
日
、西
根
地
区

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
通
指
導
隊

人
、防
犯
隊

２７

２０

人
が
出
動
。田
村
正
彦
市
長
は「
２１

年
は
皆
さ
ん
の
尽
力
で
交
通
事
故
、

犯
罪
と
も
に
減
少
し
ま
し
た
。団

結
し
て
、
さ
ら
な
る
取

り
組
み
を
期
待
し
ま

す
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

高
橋
隊
長
は「
高
齢

者
の
事
故
防
止
や
青
少

年
の
健
全
育
成
に
取
り

組
み
、安
全
で
安
心
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
ま
す
」
と
答
辞
。隊
員

た
ち
は
地
域
の
安
全
を

守
る
た
め
、意
欲
を
高

め
て
い
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
阿
部
悠
里
さ

ん（
平
舘
高
校
１
年
）は「
沖
縄
の

人
た
ち
は
、自
分
の
生
ま
れ
育
っ

た
土
地
を
本
当
に
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。名
護

の
皆
さ
ん
と
た
く
さ
ん
の
体
験
を

通
し
て
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
４
日
間
の

交
流
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

２
月

日
か
ら

日
ま
で
は
、

１０

１２

名
護
市
の
交
流
訪
問
団

「
少
年
の
船
」が
市
内
を

訪
れ
、そ

ば
打
ち
や
ス

キ
ー
体
験
な
ど
で「
少
年

の
翼
」の
団
員
た
ち
と
交

流
を
深
め
ま
す
。

市
内
の
小
中
学
生
と
高
校
生
が

沖
縄
県
を
訪
問
し
、異
文
化
交
流

を
深
め
る

年
度
八
幡
平
市「
少

２１

年
の
翼
」は
１
月
６
日
か
ら
９
日

ま
で
、友
好
都
市
の
名
護
市
な
ど

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
少
年
の
翼
」の
団
員
た
ち
は
、

２
つ
の
班
に
分
か
れ
、事
前
研
修

を
行
い
、八
幡
平
市
や
沖
縄
県
の

こ
と
、戦
争
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、交
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地域の安心安全を守る
指導隊・防犯隊初点検

地域の子供たちのため
手作りぞうきんを贈る
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観閲や点検などを行い、隊員の士気を確認しました

寺田小の児童たちにぞうきんを贈りました

友好都市と交流
異文化体験など
少年の翼を実施
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八幡平市「少年の翼」の団員たち


